
緊急時における児童の引き渡し等について 

鶴ヶ島市立藤小学校 

  地震やその他自然災害、非常事態などが発生した場合、下記のように対応をいたします。 

＜保護者への引き渡しを実施＞ 

  

 児童在校時  ……発災後およそ３０分間は、引き渡しよりも安否確認を優先します。 

・学校からの案内があるまで、校舎内に入らず外でお待ちください。 
・引き取りは児童引き渡しカードに記載の方で児童が見て分かる方でお願いします。 
 引取り者に変更がある場合は、その都度、速やかにお知らせください。 
・児童が引き取り者の顔を確認し、学校職員のチェックが済んでから引き渡しとなります。 
・引き取りが遅れる場合、児童は学校で待機させます。慌てずにおいでください。 

 

 

 

 

 

 

 登 下 校 中  ……原則、学校に集合※→校庭待機→（メール連絡）→引き渡し 
※帰宅しても保護者がいない場合を想定し、原則、学校への避難とします。 
ただし、登校が困難な場合は近くの安全な避難所等にて、周囲の大人に保護してもら
うことが望ましい。 

・引き取り方法は上記と同じです。 

  

・市外で震度 5 弱以上が観測された場合、学校に留め置きます。その際、周辺の状況を
みて、「通常下校」か「集団下校」か「引き渡し」かを判断します。 

 

 

 

 児童在校時  ……震度５弱以上の地震発生時対応と同様です。＜C4th メールで通知＞ 

 児童在宅時  ……自宅待機。学校よりの登校指示を待ってください。 
※遠方の親戚などに避難する場合には、学校へ必ず連絡をしてください。 

 

 

●必ず迎えに来ることをお子さんに伝えておいてください。 
大きな地震の際、電車は暫く動きません。日頃から、信じて待つようにお子さん

に話しておいてください。 
●発生から３０分間程度は迎えに来ないでください。 

まずは児童の安否や校舎等の確認を行います。学校に到着しても学校の指示に従っ
てください。 

●中学生の兄姉がいる場合には中学生から先に引き取りしてください。 
在校生も上の学年から引き取りをお願いします。 

●自動車での引き取りはご遠慮ください。 

 ※併せて、鶴ヶ島市教育委員会からの「大地震が起きたら」をご確認ください。 

大地震発生時（震度５弱以上） 

地震警戒宣言発令時及びその他、児童だけの登下校が困難な場合 

 

震度４の地震の場合 

お願い 

※児童の安全確保後、メールでの通知（メールが届かないことも想定されます。） 

＜周囲の状況を見て判断＞ 


